
[Ⅰ] 問(1)～(5)に答えよ｡ また, 問(6),(7)については, ２問のうち１問を選択し答えよ｡

答は ～ のなかから選び, ～ の数字をＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に記入

せよ｡ ただし, 当てはまる答が２つある場合は数字を２つ記入し, 答が１つしかない場

合はその数字と を記せ｡ なお, 解答欄に記入する数字の順序は問わない｡

(1) 単体である物質はどれか｡

塩化ナトリウム メタン ネオン ベンゼン オゾン

(2) 全電子数が と同じものはどれか｡

(3) 水溶液が酸性を示すものはどれか｡

炭酸ナトリウム 酢酸ナトリウム 硫酸カリウム

塩化ナトリウム 塩化アンモニウム

(4) カルボン酸に分類できるものはどれか｡

酢酸 硝酸 塩酸

ベンゼンスルホン酸 ギ酸

(5) 結晶格子の種類と配位数の組み合わせで正しいものはどれか｡

体心立方格子 体心立方格子 面心立方格子

面心立方格子 六方最密構造

(6) 下線を引いた原子の酸化数が のものはどれか｡

2

(7) 縮合重合により得られるものはどれか｡

ナイロン ポリ酢酸ビニル ポリエチレンテレフタラート

ポリアクリロニトリル ポリエチレン
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[Ⅱ] 問(1)～(6)に答えよ｡ 解答は ～ のなかから最も近い値を選び, ～ の数字を

ＯＣＲ用紙の解答欄に記入せよ｡

必要があれば, 気体定数として を使え｡ また, ℃

とし, ここでの気体は理想気体とする｡

(1) 標準状態 (圧力 , 温度 ℃) の空気 に含まれる の質量は

何 か｡ ただし空気を, と の２成分の混合気体とし, 物質量比

とする｡

(2) 問(1)の空気の質量は何 か｡

(3) の過酸化水素水溶液 をホールピペットを用いて のメスフ

ラスコに入れ, 標線まで水を加えて希釈した｡ 希釈後の過酸化水素水溶液のモル濃度

は何 か｡

(4) 問(3)の希釈後の濃度の過酸化水素水溶液を用いて, 過酸化水素の分解反応を行った

ところ, 反応開始から 分後には過酸化水素の濃度 になっていた｡ 反応

開始から 分後までの過酸化水素の分解速度は何 か｡

(5) ある有機化合物は, 分子式中の炭素数が で, 構成元素の質量パーセントが炭素が

％, 水素が ％, 酸素が ％である｡ この有機化合物の分子量はいくつか｡

(6) 問(5)の有機化合物 を燃焼させたときに生成する水の質量は何 か｡
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[Ⅲ] 問(1)～(3)に答えよ｡

(1) ア～カは, 下に示す周期表 (原子番号 ～ ) の位置の元素である｡

元素ア～カについての文章１～５には, それぞれ２箇所の下線が引かれている｡ ２

箇所の下線のうち１つが誤っている場合には, 例にならって修正せよ｡ 誤りがない場

合には, “誤っている箇所”の欄に ｢なし｣ と記入せよ｡ ただし, ２箇所の下線部が

両方とも誤っている場合はない｡

例 水素は 族, ベリリウムは 族に属する｡

解答欄の記入例

誤っている箇所 修正後

例 族 族

１. 元素アと水素との化合物のひとつに過酸化水素がある｡ この化合物の水溶液に触媒

を作用させると, 分解して気体の水素を発生する｡

２. 元素イは 族であり, 原子の状態が安定で陽イオンにも陰イオンにもならない｡

これはこの族の原子の電子の最外殻に許される最大数の電子が収容されているからで

ある｡ 元素イの場合, 最外殻は 殻である｡

３. 元素ウと元素エは, 両方とも典型元素である｡ 元素ウには, 互いに同素体である複

数の物質がある｡

４. 元素オの の陽イオンと塩化物イオンの電子配置は同じである｡ また, ナトリウム

の の陽イオンとも電子配置は同じである｡

５. 酸化数が である元素カの酸化物は, 乾電池の正極活物質として使われる｡

(2) 水酸化カリウム水溶液と硫酸を混合したときにおこる中和反応式を記せ｡

(3) 亜鉛イオン を含む水溶液に鉄板を浸しても変化がないが, 銅イオン

を含む水溶液に鉄板を浸すと鉄板の表面に銅の金属が析出する｡ この違いの理由を 40

字以内で説明せよ｡
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[Ⅳ] 水素 と塩素 から塩化水素 が生成する反応について, 問(1), (2)に答えよ｡

(1) この反応の化学反応式を書け｡

(2) ずつの水素 と塩素 が反応した場合, この反応で生じる反応熱を求め

よ｡ なお, 結合エネルギーは, 結合で , 結合で ,

結合で とする｡

[Ⅴ] 以下の文章１～４を読み, 化合物 , については名称を, 化合物 , , につい

ては構造式を記せ｡

１. は炭素原子の数が のアルキンである｡

２. 炭素原子の数が のアルケンの分子が重合すると, 高分子化合物である が生成

する｡

３. に触媒を用いて, 水を付加反応させると, 不安定化合物を経て, 最終的に還元

性のある が生成する｡

４. 炭素原子の数が のアルケンには, ４種類の異性体がある｡ そのうち, ２つは

ブテンとトランス ブテンであり, 残りが と である｡ これらの４種類のア

ルケンそれぞれに, を付加反応すると, だけが異なる生成物が得られる｡
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